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半ホーム

半スタジアム 

半駐車場

場所に建築することから半場所建築へ 

 あるとき誰かのために

固有の場所をもつ環境を区切ると、その半場所はその環境に固有のものとなる
同じコトをする半場所でも異なる場所にあれば体験は違うもの、あるとき誰かのための半場所になる
カントリーロードを田園で聴くのと、新幹線の高架下で聴くのとでは違う郷愁を覚えるのではないか

建築は既存の場所の上に、新たな場所とプログラムをまるっと乗せて作られる
半場所建築は、新たなプログラムのために、既存の場所の一部を切り取って作る

既に存在する場所のなかに従来おこなわれなかったコトをする場をつくるのが半場所建築である
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《建築》と《場所》の間
私たちは、どんな《場所》にいても、何かをするのはそれをするための《建築》のなか。
既存の《場所》の一部を切り取って、ソコでは従来行われていなかったコトをする《場所》を作り出す：これが《半場所建築》
強い《建築》を作ることなく、弱く区切って、コトのための《場所》を作り出す《建築》

- 野生動物研究センター「フィールドミュージアム」から着想

半場所建築   
Hemi-place Architecture 入り江 

小島

野生｜Wild

半野生 |Semiｗild

飼育 |Captive

野生・半野生・飼育の施設はそれぞれに適した環境に作られる
こうした施設のネットワークではじめて機能する

野生と飼育の間の状態として半野生が存在する
半野生は生物の生息地の一部をそのまま飼育施設としたもの

マナウス・ブラジル

フィールドミュージアム

( インタビュー：  幸島司郎先生 ( 京大野生動物研究センター特任教授 ))

フィールドミュージアムは地域の自然を展示物とみなした自然生息地型の生物観察施設
従来の「ハコモノ」に展示品としての動物が入る人工的な動物園ではなく、

基本的にその地域の動物や植物をそのまま展示する
敷地であるアマゾンのマナウスでは身の回りの自然環境を知る手立てが少なく、

フィールドミュージアムを通じて地域の人が身近な動植物を知る糸口になる

自然環境 動物園 フィールドミュージアム

f

フィールドミュージアムを建築の視点から抽象化することを考える
敷地などの個別的条件に影響を受ける前の姿を考える

f＝「既存環境の利用」×「場所依存でネットワーク」と考えた

?f

Kyoto Univ Coop. C shop
C Cluster Office

◀ C3

Katsura Goryozaka ▶

半場所建築 

既存 
6/13  12:30-13:30 (n=153)

机と椅子
6/15  12:30-13:30 (n=141)

半場所
6/14  12:30-15:00 (n=248)

通行者 100 人当たりの木の下での滞留者数
０ ０ 7.26

通行者 100 人当たりの周辺での滞留者数
０ ０ 12.90

実験 

【結果 | Conclusion】
半場所は、滞留者数の差から周りとは異なる場と捉えられて、

その区切り方は十分小さい

桂キャンパス C クラスターで、三つの場合について人の行動を観察
半場所が新たな場所を作れているか検証する

左図面の通りに半場所を設置して
木の下と周辺における滞留者数の変化を観察した

半場所における人々の振る舞いの詳細 
通行者 : 248　　　写真を取った人 : 10         立ち止まって見ていた人 : 32
滞留者 18 名の動き一覧 
   1:  O, S, T     2:  Pa, Ph   3:  O, E     4:  O,  S, Ph,O    5: O, B    6:  T, O     7:   Pa    8:  O, S, B    9:  H
 10:  O, Ph    11:  T, T      12:  O, S, G, O  13:S, Ph, B  14:B, B   15:O,B   16:O,S,C  17:O, B     18: O,B
O= ドアを開ける     S= 椅子に座る    T= 通り抜ける    Pa= パントマイム　Ph= 写真を撮る    E=
ドアを締めない   B=  後ろから出る    H= 手を通す   G= 眺める    W= うろうろ　　　　　　　　

KOMIYAMA Hiroki MIYATA
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traverse24

PHASE1　一本のよりしろが通る

PHASE1　二次的なよりしろが通る

PHASE1　よりしろの部分的完成とさらなる成長

建築は敷地の上に立ちます。この建築の前提的構造を揺さぶることが今回の大きなテーマです。道路と敷地の境界、敷地と敷地の境界が特に強調されることの多い住宅街を取り上げ、道路区画・

敷地区画ではない仕方で街を設計することを試みます。敷地は 1960 年代から 70 年代にかけて開発された住宅街・比叡平とし、土地が造成される前まで時間を戻し、比叡平に通ずる唯一の道

である下鴨大津線が開通した 1959 年の状態から設計を始めます。地形に手をつけないことを拘束条件とし、「よりしろ」という新たな都市構成言語によって大きなスケールでの都市の骨格を

設け、それらに対する住民の働きかけとその重なり合いによって街を形づくることを考えます。土地造成と道路区画をやめてみることによって約三千人の住むところを設計する、アナザー比

叡平の思考実験です。

よりしろの街
―敷地境界の相対化と非理想化平面に対する解―

まどわす かける

3．1　よりしろ単位の記述

よりしろ単位を「ととのえる」「あつめる」「まどわす」「かける」の 4つに設定し、それらを数珠状に

つなげていくことでよりしろを作る。4つの単位はすべて基本的に 6ｍスパンで、グリッド形状を持つ

鉄骨骨組である。4つに設定したのは、マクロに引いたよりしろ線にそわせるためのバリエーションを

生むためで、また道の均質性に区切りを与え場所性を獲得するためでもある。

ととのえる あつめる

3　新たな都市骨格としてのよりしろ

主として道路の機能を果たす。よりしろの詳細はまた後述するが、地上レベルより 3～

5m 浮いた道路面とそれを取り巻く構造体によって構成される。よりしろは 4つのよりし

ろ単位からなり、その連続が結果的に道として機能するわけだが、あらかじめその連続

体のマクロな引き方を決めておく必要がある。その際、比叡平全体に 100ｍグリッドの

パラレルな線を引き、それだけでは道として機能し得ないほどの坂道が出現するため、

そのグリッドを坂が緩やかになるように変形させる。

よりしろに住まいを植え付けることで宿り木的に街が成長していくことを想定する。

2　設計を始める条件
比叡平は 1960 年代後半から 70年代にかけて造成されている。この比叡平の時間軸を開発・造成が行われる前まで戻し、比叡平に通ずる唯一の道である下鴨大津線が開通した 1959 年の状態から、現在の比叡平と同じような規模

感の街を設計することを考える。時間軸を戻すことによって出現した自然地形には基本的に手をつけず、理想的な平面を想定しない形での街のあり方を探る。造成によって失われる場所の価値を見直す。

1　敷地と建築の関わり
建築は敷地を前提として、その枠内で建てられる。敷地は接道を要求され、一定の道との関係性を取り結ぶこ

とが要求される。この道 vs 敷地境界の存在が、建築や都市構造の何を規定してしまっているのだろうか。

1．1　土地区画の問題点
新しく土地造成・開発される住宅団地においては、道路区画が特に徹底され、固定化された土地面積と道路が

用意されることが多い。ここで、土地区画の問題点としてまず、道と敷地の関係性が単調であることに着目し、

設計の足がかりとする。

敷地A 敷地 B 敷地 C

敷地D 敷地 E 敷地 F

道

A ⇔ 道
‖

B ⇔ 道
‖

C ⇔ 道
‖

D ⇔ 道
‖
：

一般的なグリッド街区

1．2　敷地境界の相対化
道路区画において、道は敷地境界の隙間を広げる形で設けられ、言わば敷地境界を強化する存在して用いられてきた。この道のあり方を問い直し、道路を含めた上下水道といったインフラパイプを敷地境界とは無関係に引き、敷

地境界を相対化するために道を用いることを考える。

ミクロな視点で

道

敷地 建築

道 vs 敷地境界によって規定されてしまう建築の何か

道

マクロな視点で

道 vs 敷地境界によって規定されてしまう都市構造の何か

3．2　よりしろ単位の配置手法

STEP 1　よりしろ線を用意する

STEP 2　ラウンドアバウト部分に「あつめる」を配置

STEP 3　交差点の角度に応じたよりしろ単位を配置、外角 30°ほどのカーブに「まどわす」を配置

STEP 4　直線部分とゆるいカーブに「ととのえる」を配置

STEP 5　間を埋めるように「かける」を配置

グリッド土地区画

道だけ抜き取る とりあえず全部

敷地にする

パラレルな道を

浮かせて挿入する

現在の比叡平全体マップ

目抜き通り

比叡平小学校

山中越

木下美術館

コンビニ

上り坂
公園

公園

100m

1.5km

1km

1931 1961 1967 1979 1986 1997

現在の造成された比叡平

Kodai SHIJUBO
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グリッド土地区画

道だけ抜き取る とりあえず全部

敷地にする

パラレルな道を

浮かせて挿入する

現在の比叡平全体マップ

目抜き通り

比叡平小学校

山中越

木下美術館

コンビニ

上り坂
公園

公園

100m

1.5km

1km

1931 1961 1967 1979 1986 1997

現在の造成された比叡平

Kodai SHIJUBO
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traverse24

HIRATA Nao OBATA
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HIRATA Nao OBATA
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